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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

第
28
回
神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

☆ 

今
回
は
受
方
か
ら
指
し
始
め
る

「
受
先
形
式
」
の
特
集
。
ル
ー

ル
の
シ
ン
プ
ル
さ
と
、
入
門
に

適
し
た
①
②
の
お
か
げ
で
解
答

者
44
名
の
大
盛
況
で
し
た
。 

①
ば
か
詰 

４
手
（
受
先
） 

神
無
三
郎 

持
駒 

飛 

33
金
、
43
飛
、
35
玉
、
25
馬 

迄
４
手
。 

八
尋
久
晴
―
逆
王
手
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
と
は
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

３
手
目
も
し
っ
か
り
限
定
。
う

ま
い
。 

上
谷
直
希
―
初
手
が
反
則
手
の
よ

う
で
発
見
が
難
し
い
。 

☆ 

受
方
に
は
攻
方
と
違
っ
て
初
手

の
王
手
義
務
が
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
自
由
に
指
せ
る
初
手
が

重
要
な
一
手
と
な
り
ま
す
。 

☆ 
本
作
の
初
手
は
33
金（
逆
王
手
）。

ば
か
詰
で
は
攻
方
の
自
由
度
を

増
や
す
手
が
良
い
手
で
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
盲
点
に
嵌
っ

た
方
も
多
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

須
川
卓
二
―
飛
の
打
ち
場
所
限
定

の
為
の
42
角
だ
が
、
初
手
に
味

を
持
た
せ
て
見
事
と
し
か
い
い

様
が
な
い
。 

砂
川
順
一
―
３
手
目
34
玉
と
ば
か

り
思
っ
て
悩
ん
で
い
た
。 

☆ 

意
外
に
解
答
者
の
言
及
が
多
か

っ
た
の
が
３
手
目
35
玉
。
馬
・

玉
・
飛
が
斜
め
に
並
ん
だ
き
れ

い
な
詰
型
に
惹
か
れ
る
せ
い
か
、

地
味
な
35
玉
が
第
一
感
で
浮
か

ば
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
理

屈
で
は
な
く
感
覚
的
な
も
の
な

の
で
作
者
も
予
想
で
き
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

☆ 

ま
ず
は
初
手
逆
王
手
を
簡
潔
に

表
現
し
た
、
受
先
特
集
の
冒
頭

に
ふ
さ
わ
し
い
好
作
で
し
た
。 

②
ば
か
詰 

６
手
（
受
先
） 

神
無
太
郎 

 

持
駒 

香 
19
飛
、
18
香
、
17
桂
打
、
同
香
、 

同
飛
生
、
28
桂
迄
６
手 

千
葉
肇
―
桂
が
欲
し
い
が
、
八
段

目
に
は
打
て
な
い
。 

☆ 

ま
ず
初
手
を
保
留
し
て
攻
方
の

手
番
と
し
て
考
え
ま
す
。
す
る

と
「
桂
は
欲
し
い
け
ど
玉
は
動

か
し
た
く
な
い
」
と
感
じ
る
で

し
ょ
う
。
次
に
受
先
の
初
手
を

利
用
し
て
こ
の
問
題
点
を
解
消

す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
正
解
が

見
え
て
き
ま
す
。 

ほ
の
字
―
最
強
の
駒
を
逆
用
す
る

と
は
う
ま
い
。 

中
沢
照
夫
―
こ
の
飛
車
打
ち
は
兵

力
増
強
で
は
な
い
。
玉
に
フ
タ

を
す
る
た
め
の
手
。 

☆ 

初
手
19
飛
が
何
と
も
気
持
ち
の

良
い
限
定
打
。
駒
を
裏
返
し
で

打
て
る
ル
ー
ル
と
混
同
し
た
の

か
、
初
手
28
成
桂
打
の
誤
解
が

数
通
あ
り
ま
し
た
が
、
神
無
太

郎
氏
は
「
次
に
成
桂
を
作
れ
る

よ
う
に
桂
を
配
置
す
る
」
と
い

う
筋
の
受
先
作
品
も
発
表
し
て
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お
り
、
着
眼
点
自
体
は
鋭
い
と

思
い
ま
す
。 

原
雅
彦
―
こ
の
作
品
を
成
立
さ
せ

る
為
に
作
ら
れ
た
ル
ー
ル
み
た

い
。 

☆ 

本
作
に
限
ら
ず
「
受
先
」
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
マ
ー
ト
に

仕
上
が
る
素
材
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ご

自
分
の
ネ
タ
を
「
受
先
に
し
た

ら
う
ま
く
い
く
か
も
」
と
い
う

観
点
で
見
直
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
？ 

③
詰
将
棋 

34
手
（
受
先
） 

神
無
八
級 

 

持
駒 

銀 

34
桂
、
14
銀
、
同
玉
、
25
銀
、 

13
玉
、
12
桂
成
、同
玉
、
42
角
行
生
、 

16
と
、
同
龍
、
14
歩
、
同
龍
、 

同
と
、
13
歩
、
同
と
、
24
桂
、 

同
と
、
13
歩
、
同
玉
、
24
角
生
、 

23
玉
、
34
銀
、
12
玉
、
23
銀
成
、 

同
銀
、
13
角
成
、
同
玉
、
25
桂
、 

12
玉
、
14
飛
、
同
銀
、
13
歩
、 

23
玉
、
33
角
成
迄
34
手
。 

清
水
大
昌
―
34
に
何
か
打
つ
し
か

な
い
の
は
分
か
っ
た
の
で
、
一

つ
ず
つ
試
し
て
み
ま
し
た
。
制

約
が
あ
る
中
で
も
華
麗
な
手
順

に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。 

☆ 

受
先
で
初
手
が
自
由
に
選
べ
る

と
は
言
っ
て
も
、
44
飛
の
利
き

が
非
常
に
強
力
な
の
で
、
ま
ず

は
こ
れ
を
防
が
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
打
歩
絡
み
の
局
面
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
34
桂
は
割
と

分
か
り
易
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

小
島
幸
喜
―
初
手
は
見
当
が
つ
き

ま
す
が
、
42
角
上
生
が
素
晴
ら

し
い
で
す
。
大
駒
二
枚
を
消
す

収
束
も
い
い
感
じ
で
す
。 

☆ 

８
手
目
42
角
行
生
の
と
こ
ろ
、

成
っ
て
し
ま
う
と
打
歩
詰
。
33

角
生
だ
と
後
の
24
桂
に
対
し
て

23
玉
で
詰
み
ま
せ
ん
。
こ
こ
を

乗
り
越
え
れ
ば
、
駒
が
き
れ
い

に
捌
け
、
非
限
定
も
24
手
目
の

成
・
不
成
だ
け
と
い
う
気
持
ち

良
い
収
束
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

今
川
健
一
（
抜
粋
）
―
短
大
な
ら

半
期
賞
？ 

少
し
、
お
世
辞
。 

☆ 

半
期
賞
は
と
も
か
く
、
短
大
で

も
普
通
に
好
評
を
得
ら
れ
そ
う

な
作
品
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

次
の
短
評
を
見
て
愕
然
… 

駒
井
信
久
―
例
の
手
筋
で
お
そ
ら

く
変
長
。 

〔
変
長
〕
９
手
目
16
と
の
代
わ
り

に
14
歩
、同
香
、同
と
、
24
桂
、

同
と
、
17
龍
、
14
と
、
同
龍
、

13
歩
以
下
２
手
長
駒
余
り 

☆ 

い
わ
ゆ
る「
ヤ
ケ
ク
ソ
中
合
い
」

の
14
と
を
完
全
に
見
落
と
し
ま

し
た
。
指
摘
は
駒
井
氏
の
み
。

普
通
の
詰
将
棋
と
し
て
も
充
分

通
用
す
る
素
材
を
、
敢
え
て
受

先
形
式
に
し
て
投
稿
し
て
戴
い

た
八
級
氏
に
も
申
し
訳
な
い
こ

と
を
し
ま
し
た
。 

④
最
悪
詰 

44
手
（
受
先
） 

北
村
太
路 

 

持
駒 

な
し 

88
金
、
19
龍
、
15
歩
、
同
龍
、 

同
玉
、
16
歩
、
26
玉
、
59
馬
、 

48
香
、
同
馬
、
37
桂
、
同
馬
、 
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同
玉
、
29
桂
、
36
玉
、
37
香
、 

45
玉
、
54
桂
、
46
銀
、
同
香
、 

55
玉
、
44
銀
、
65
玉
、
83
馬
、 

74
金
打
、
同
馬
、
同
金
、
55
金
、 

76
玉
、
79
龍
、
77
角
、
同
龍
、 

同
玉
、
68
角
、
87
玉
、
97
金
、 

同
玉
、
89
桂
、
同
金
、
79
角
、 

88
飛
、
同
角
、
96
玉
、
97
飛 

迄
44
手
。 

【
最
悪
詰
】
攻
方
は
な
る
べ
く
相

手
玉
が
詰
ま
な
い
よ
う
に
王
手

し
、
受
方
は
な
る
べ
く
早
く
自

玉
が
詰
む
よ
う
に
応
じ
る
。 

〔
紛
れ
〕
初
手
88
銀
は
作
意
と
同

様
に
進
ん
で
34
手
目
59
角
、

68
飛
、
同
角
、
87
玉
（
76
玉

は
77
飛
、同
銀
で
不
詰
）、
97
金
、

同
玉
、
89
桂
、
同
銀
、
47
飛
、

96
玉
、
97
飛
、
同
玉
以
下
６
手

長
い
。 

〔
変
化
〕
34
手
目
59
角
は
68
飛
、

同
角
、
76
玉
、
79
飛
、
77
合
、

同
飛
で
４
手
早
く
詰
む
。 

（
注
）
最
悪
詰
な
の
で
攻
方
の
着

手
に
「
変
化
」、
受
方
の
着
手
に

「
紛
れ
」
と
い
う
用
語
を
使
用

し
て
い
ま
す
。 

市
村
道
生
―
77
角
合
は
絶
妙
な
継

続
手
。
こ
れ
で
綺
麗
な
順
列
七

種
合
の
名
局
が
誕
生
。 

須
川
卓
二
（
前
半
）
―
と
り
あ
え

ず
初
手
は
保
留
で
進
め
る
と
、

な
に
や
ら
順
列
で
合
駒
が
出
て

き
た
。
こ
れ
は
ま
さ
か
と
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
金
合
ま
で
来
た

ら
こ
れ
は
も
う
順
列
７
種
合
し

か
な
い
。 

☆ 

最
悪
詰
は
近
年
急
激
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
北
村
氏

は
そ
の
発
展
を
支
え
る
牽
引
役

の
一
人
。
ネ
ッ
ト
上
の
各
種
作

品
展
で
七
種
持
駒
等
の
条
件
作
、

変
化
・
紛
れ
の
複
雑
な
超
難
解

作
、
軽
快
な
趣
向
作
な
ど
多
彩

な
作
品
を
発
表
し
、
最
悪
詰
の

持
つ
可
能
性
を
世
に
示
し
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回
は
順
列
七
種

合
の
達
成
で
す
。 

須
川
卓
二
（
後
半
）
―
こ
こ
か
ら

は
作
品
を
創
る
よ
う
に
初
手
の

配
置
を
考
え
ま
し
た
。
88
金
で

き
れ
い
に
角
～
飛
と
合
駒
が
出

た
時
に
は
感
激
！
息
を
呑
む
傑

作
で
し
た
。 

☆ 

初
手
88
金
は
収
束
に
備
え
た
伏

線
。
要
は
詰
め
る
の
に
最
も
都

合
の
良
い
配
置
を
考
え
れ
ば
良

い
の
で
す
が
、
最
悪
詰
の
感
覚

に
慣
れ
な
い
と
こ
の
手
を
思
い

つ
く
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。 

某
氏
（
無
解
）
―
最
悪
詰
は
、
分

か
り
に
く
い
で
す
。 

☆ 
い
や
い
や
、
コ
ツ
を
覚
え
れ
ば

そ
う
で
も
な
い
で
す
よ
。
こ
の

方
も
こ
う
仰
っ
て
ま
す
↓ 

駒
井
信
久
―
攻
方
の
選
択
の
余
地

が
な
い
よ
う
に
受
け
れ
ば
良
い

の
で
考
え
や
す
い
。 

☆ 

私
は
最
悪
詰
と
受
先
形
式
は
非

常
に
相
性
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

や
や
も
す
れ
ば
線
が
細
く
な
り

が
ち
な
最
悪
詰
の
手
順
に
、
受

先
の
初
手
で
厚
み
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。ま
た
、

自
殺
系
の
ル
ー
ル
と
受
先
形
式

も
相
性
が
良
さ
そ
う
な
の
で
、

こ
ち
ら
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。 

⑤
ば
か
詰 

66
手
（
受
先
） 

神
無
七
郎 

 

持
駒 

な
し 
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36
歩
、
56
角
、
58
玉
、
47
角
、 

59
玉
、
48
角
、
68
玉
、
59
角
、 

67
玉
、
58
角
、
56
玉
、
47
角
、 

55
玉
、
37
角
、
46
歩
、
同
角
、 

66
玉
、
55
角
、
67
玉
、
58
角 

同
玉
、
59
歩
、
同
玉
、
37
角
、 

48
角
、
同
角
、
同
玉
、
26
角
、 

37
角
、
同
角
、
同
玉
、
59
角
、 

48
角
、
同
角
、
46
玉
、
37
角
、 

56
玉
、
38
角
、
67
玉
、
49
角 

66
玉
、
55
角
、
同
玉
、
56
歩
、 

同
玉
、
38
角
、
47
角
、
同
角
、 

67
玉
、
49
角
、
58
歩
、
同
角
引
、 

56
玉
、
38
角
、
47
歩
、
67
角
、 

同
玉
、
49
角
、
58
角
、
同
角
、 

56
玉
、
67
角
、
55
玉
、
56
歩
、 

46
玉
、
55
角
迄
66
手
。 

今
川
健
一
―
「The Murder of R

oger Ackroyd

」、
か
な
。
遠
大

な
伏
線
、
最
後
に
そ
の
効
果
が

現
れ
る
。「
探
偵
は
、
皆
を
集
め

て
、
さ
て
と
言
い
」
、
解
き
手
、

成
る
程
。 

☆
初
手
の
効
果
が
最
終
手
に
表
れ

る
作
品
で
す
。
難
解
作
を
目
指

す
な
ら
、
収
束
の
入
り
口
あ
た

り
に
さ
り
げ
な
い
伏
線
を
入
れ

た
方
が
良
い
と
思
う
の
で
す
が
、

本
作
で
は
初
手
と
最
終
手
が
対

応
す
る
形
式
美
を
取
り
ま
し
た
。 

小
島
幸
喜
―
角
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
楽
し
い
作
品
。
一
見
非
効

率
な
出
だ
し
が
効
率
的
な
手
順

を
生
む
不
思
議
さ
が
面
白
い
で

す
。 

某
氏
（
68
手
解
）
―
最
終
形
を
見

つ
け
た
と
思
い
解
い
て
み
ま
し

た
が
、
72
手
か
ら
こ
こ
ま
で
が

精
一
杯
。 

☆
初
手
の
選
択
肢
は
意
外
と
狭
い

（
事
実
上
16
歩
・
26
歩
・
36
歩

の
３
つ
し
か
候
補
が
な
い
）
の

で
、
解
答
者
を
悩
ま
せ
た
の
は

主
に
49
と
を
取
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
し
た
。
49
と
は
後
で
も
取
れ

る
の
で
、
４
手
目
67
角
で
は
な

く
47
角
と
し
て
39
角
の
活
用

を
優
先
す
る
方
が
早
い
の
で
す
。 

増
田
智
彬
―
55
に
何
も
利
い
て
い

な
い
こ
と
に
気
付
く
の
に
１
日

か
か
り
ま
し
た
。
無
い
と
余
詰

む
の
で
し
ょ
う
け
ど
…
意
地
悪
。 

☆
確
か
に
55
歩
は
パ
ッ
と
見
だ
と
、

壁
の
中
の
１
枚
に
見
え
ま
す
ね
。

ひ
ょ
っ
と
し
て
こ
れ
が
解
答
者

を
悩
ま
せ
た
本
当
の
要
因
？ 

【
総
評
な
ど
】 

安
原
嗣
治
―
い
つ
も
と
違
う
「
受

先
形
式
」
で
す
が
、
今
回
が
始

め
て
で
す
。
何
と
か
３
題
は
解

け
ま
し
た
。 

☆
今
回
の
解
答
者
数
44
が
物
語
る

よ
う
に
、「
受
先
形
式
」
は
初
め

て
の
方
に
も
親
し
み
易
い
ル
ー

ル
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
特

集
で
「
受
先
形
式
」
に
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
お
試
し

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

〔
解
答
成
績
〕（
太
字
５
名
当
選
） 

【
全
題
正
解
】
今
川
健
一
、 

駒
井
信
久
、
須
川
卓
二
、
市
村
道
生 

【
４
題
】
福
高
将
棋
部
、 

小
島
幸
喜
、
増
田
智
彬 

【
３
題
】
清
水
大
昌
、
飯
山
修
、 

天
六
辰
年
、
赤
井
秀
雄 

【
２
題
】
安
原
嗣
治
、
市
川
樹
生
、 

原
岡
望
、
小
峰
耕
希
、
佐
藤
宣
多
、 

佐
藤
善
起
、
山
口
勇
、
八
尋
久
晴
、 

林
八
江
子
、
弘
光
弘
、
宮
本
慎
一
、 

原
雅
彦
、
上
谷
直
希
、
片
桐
正
二
、 

佐
々
木
寛
次
郎
、
河
原
林
隆
彦
、 

大
橋
雅
道
、
小
岩
象
三
、
千
葉
肇
、 

ほ
の
字
、
砂
川
順
一
、
高
橋
達
也
、 

竹
中
歩
美
、
中
沢
照
夫
、
中
嶋
智
志
、 

秋
元
節
三
、
天
津
包
子 

【
１
題
】
藤
川
薫
、
小
坂
真
也
、

中
島
美
由
、
福
元
千
誠 

【
０
題
】
伊
東
史
郎
、
市
原
誠 


